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〔1〕 緒.論
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アセ トアルデ八イ ドめ酸化に拌鉢.冷 迢が發生する反慰は,先 づアルデハイ.ドが器壁に吸茄

され,酸 素と反慝 し過酸化物を生'弗 此の廼酸化物陰又器壁 の接衡作用に依つて分解する・

今若 し反慮管 申に寒暖計 を挿入 したならば,,渦酸化物の生成反應ほ吸熱反應で あらうが 後

者の分解反懸は發熱反應なる故に,反 應管内の温度或ぴは寒暖計のガラス表而の温度が上昇す

購 である吻 謙 應瓦鰍 り畷 熱 と,寒 囎 の臨 水銀購 嶼 額 拷 へれ眦 寒 、

暖計の推度が,氣 飆の温度に正 しくは追随 し得ないで.あらうが,獪 定性的に發熱現釈を見得る
ロ タ

筈である・熱電對はその熱容量拡小であらうが1金屬材質のこれ ら反應瓦斯 に對する特異な接

觸作用が豫想され,而 もそれが不明であるか ら使用 を邀けた次第である・

、

〔1【〕 賢 驗 結 果

i}.・圖 に示す如 く,反 慮瞥 中に3RO。Cの 寒暖計 を挿入 し,第 二報以 下の31f

驗 と同様 に して反應 させた結果 は第「表の 如 くで あ る・
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2.10ｰCK於 い てア ルデハ・イ ドー 酸素1=1の 混 合瓦斯21,93ql1H9を 入れた るに,最 初0.5。C

澄 度降 下 した・之は 勿論 室渥のk斯 を 人れ た るTLめ の冷却で あ らう・此 際2.64秒 の 誘導期間

があった掴 此 の間240。Cよ り0.5ｰC下 した ゑ ㌧指度 は一定 に止 り.然 る後急激 に1.9。C

上 昇 し同時に縻 力變 化及び冷眉發生 を見 た・その 之 ㌧數分間 は一定の灘 度に留 り後徐 々に冷却

され た.以 下順次初咫 を減 じて行ひた るに最初 の降.F,誘 導 期 聞中め停止 及びそれ にっLく 温

度 の急上昇 は同様で あつた・
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初歴 を滅少 し下隈界簾に近春Pき15cmHgり 鷂合には最初0.5。 降下 し然る後徐 々に上

昇 し始 め,そ の途中4.龜 秒の後に指度は急騰し結局最初.よ.bの澀度上昇度は・1,5度であつた・

鰍 又紹 嬢 生 しな暇 徽 鰹1の覯 曙 合には繍 α5.亡二降下し後約10灘1そ のま ・
止 り後徐 々に上昇 を殆め,約30秒UtllMc2.1。 σ 上昇 しそのまy一 定iこ保たκた.

}
[皿 〕 考.察

ロ

寒暖 計がその熱礬量が氣碍のそれに比 して大なる7cめ,反 應管内の温度變化に追隨L得 ない.レ
であ ら.うことは想像 し.褐るが,反 瓲1亙斯 を導入 した麗間にo.5。C降 下すること.,及びii),iii)

の揚合に發熱の起.りつSあ るζとだけは指示してゐると考へ られ る・斯 ぐすればrり の場合に
'於
いて,・浜合充斯 を導入 し尢 る臻そみ誘導瑚舳の間寒暖計の指度寮一定に保たれ為た吟には,

辰應剰 こ.於いて熱變化を拌ふ現象カ1全然起つて.をら.ぬか,又 は旛 鞜冷却の爾作mが 有.lt,k抗して

殉るかの側 碕 でみる・着 し勇II者の掲合な らば庸 温の1嘶 渤 艦,軈 剳 ・に人I」'tcる際O・50

C降 下し.tc・るものが,徐 々に240℃ 迄上昇 レて軍衡に逹すべきである・然 るに 丗}の實thic

宗す如 く約10.秒 蘭指示が臺 く.停止 してゐ石ζとは,心 しろ此際 ガラ翆表奩iに於いてアルデハ
∫

イ.ドが過酸化物になる如き吸熱反瓰iが同時に超つて、を り,、氣船系が電氣爐 より受ける加熱效果 一

轜 胤 て詣 示力・戸庫 餓 れ珍 ると考へ肱 る・而 して襯 廰 聡 果繊 イ匕物が繖

され,そ の分解發熱の效果が滞.く現はれ て,.iij,iii)に .見る如 く徐 々に寒暖言1'の指度が上昇 し

始め る・i}の 場合には誘導期關が短 く..過酸化物の分解に俘ふ發熱效果が,寒 暖計に現はれ る
'

前に,そ の發熱效果と冷却知果との牛衡が破it,爆 發 を起し,指 度の急激な飛動が見られ るの

である乏考へ られ る ・

〔π]要 約
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,脚 、1顳、て

とれらめ摯變化は耄に畢壁か又はその附近に接して励部的に起るものど考へられる.

.3)..而して過酸働 の燬 は・その秀解1酔 ふ遂次加郷 ぴld雌 速度の継 に依る熟燬

である.と推定し得る・ .丶

本實驗を行ふ1・;:aて 終始騰 鱗 る御指導 を賜 りし堀揚先生に厚 く感謝の意を撫す・ 宿

本研究は文部省科學研究費 に俵 りてなされたものである.
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